




3	 まえがき

ま
え
が
き

　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
死
」
を
フ
ァ
ン
の
力
で
な
か
っ
た
こ
と
に
す
る
、
と
い
う
噓
の
よ
う
な
話
が

あ
っ
た
。
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
に
先
立
つ
こ
と
数
十
年
前
、
20
世
紀
初
頭
の
英
国
、
ロ
ン
ド
ン
の
名
探

偵
が
、
熱
心
な
フ
ァ
ン
の
力
で
生
き
返
っ
た
。

　

言
わ
ず
と
知
れ
た
、
名
探
偵
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
で
あ
る
。
世
界
中
で
一
番
有
名
な
英
国

人
で
あ
る
ホ
ー
ム
ズ
（
も
ち
ろ
ん
架
空
の
人
物
だ
が
）
は
、「
最
後
の
事
件
」
で
一
度
は
死
ん
だ
の

だ
が
、
そ
の
死
を
フ
ァ
ン
は
許
さ
な
か
っ
た
。
作
者
の
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
は
、
ホ
ー
ム
ズ
を
死
な
せ

て
こ
の
シ
リ
ー
ズ
を
終
わ
ら
せ
た
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
が
、
熱
烈
な
フ
ァ
ン
の
声
に
負
け
て
、
つ
い

に
彼
を
生
き
返
ら
せ
た
。
正
し
く
は
、
死
ん
で
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
を
再
開

し
た
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
あ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
多
く
の
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
て
い
て
死
ん
で
も
死
な
な
い
と

い
う
例
が
、
20
世
紀
初
め
に
は
す
で
に
あ
っ
た
。
や
が
て
日
本
で
マ
ン
ガ
や
ア
ニ
メ
が
発
達
す
る
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と
、
物
語
中
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
が
社
会
問
題
に
な
っ
た
り
、
フ
ァ
ン
の
求
め
に
よ
っ
て
死
な
な

か
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
り
す
る
。

　

だ
が
、
ち
ょ
っ
と
待
っ
て
ほ
し
い
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
死
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
現
実
の
こ
と
で

は
な
く
、
物
語
中
の
「
死
」
な
の
だ
。
い
く
ら
熱
心
な
フ
ァ
ン
と
は
い
え
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
生
死

が
そ
こ
ま
で
重
大
な
問
題
に
な
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
？

　

実
際
に
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
が
、
フ
ァ
ン
に
だ
け
で
な
く
世
間
で
も
広
く
知

ら
れ
た
り
、
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
り
す
る
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
昭
和
の
人
気
ボ
ク
シ
ン
グ
作
品
『
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
』（
原
作
：
高
森
朝
雄
、
漫
画
：

ち
ば
て
つ
や
、
１
９
６
８
年
連
載
開
始
）
で
、
主
人
公
の
矢
吹
丈
よ
り
フ
ァ
ン
が
多
か
っ
た
と
さ
れ

る
、
ラ
イ
バ
ル
の
力
石
徹
の
場
合
だ
。
力
石
は
ジ
ョ
ー
と
の
宿
命
の
対
決
試
合
で
激
闘
の
末
勝
利
し

た
直
後
、
試
合
中
に
ジ
ョ
ー
の
パ
ン
チ
が
原
因
で
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ
の
せ
い
で
、
突
然
死
ん
で
し
ま

っ
た
。
と
こ
ろ
が
な
ん
と
、
マ
ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
に
、
そ
の
死
を
悼
ん
だ
フ
ァ
ン
や
当
時

の
文
化
人
が
企
画
し
て
、
力
石
徹
と
い
う
マ
ン
ガ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
葬
儀
が
現
実
に
行
な
わ
れ
た
の

だ
。



5	 まえがき

　

ま
た
、
主
人
公
の
ジ
ョ
ー
も
、
マ
ン
ガ
最
終
巻
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
挑
ん

だ
試
合
の
直
後
、「
燃
え
た
よ
…
ま
っ
白
に
…
燃
え
つ
き
た
…
ま
っ
白
な
灰
に
…
…
」
の
名
セ
リ
フ

と
と
も
に
、
ま
る
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
描
写
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
ジ
ョ
ー
の
ラ
ス
ト

は
、
は
た
し
て
彼
が
死
ん
だ
の
か
生
き
て
い
る
の
か
不
明
な
ま
ま
余
韻
を
残
し
た
た
め
、
今
で
も
読

者
や
ア
ニ
メ
視
聴
者
の
間
で
議
論
が
決
着
し
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
、
同
じ
く
昭
和
を
代
表
す
る
作
品
の
１
つ
『
北
斗
の
拳
』（
原
作
：
武
論
尊
、
作
画
：
原

哲
夫
、
１
９
８
３
年
連
載
開
始
）
の
主
要
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
ラ
オ
ウ
も
、
そ
の
死
が
長
く
語
り

継
が
れ
て
い
る
。
主
人
公
ケ
ン
シ
ロ
ウ
と
の
激
闘
の
末
に
自
死
す
る
際
の
セ
リ
フ
、「
我
が
生
涯
に

一
片
の
悔
い
な
し
！！
」
は
、
死
に
様
の
言
葉
と
し
て
ネ
タ
に
使
わ
れ
る
ほ
ど
、
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。『
北
斗
の
拳
』
を
読
ん
だ
り
視
聴
し
た
こ
と
が
な
く
て
も
、
こ
の
セ
リ
フ
は
知
っ
て
い
る
、
と

い
う
人
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
実
在
の
人
物
の
生
死
が
社
会
的
に
意
味
を
持
つ
の
と
同
じ
よ
う
に
、
物
語
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
死
を
悲
し
ん
だ
り
、
そ
の
死
の
意
味
を
考
え
て
論
じ
た
り
す
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う

か
？　

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
は
、
現
実
に
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
大
切
な
何
か
の
代
理
だ
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と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
を
取
り
上
げ
て
意
味
を
探

り
、
架
空
の
人
物
の
生
死
が
私
た
ち
の
心
を
な
ぜ
揺
り
動
か
す
の
か
、
本
書
で
掘
り
下
げ
て
考
え
て

い
く
。

　

ま
ず
第
１
章
で
、
二
〇
世
紀
の
名
作
ア
ニ
メ
を
中
心
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
の
描
写
を
紹
介
す

る
。
第
２
章
で
は
逆
に
、
近
年
の
〝
死
を
描
か
な
い
〟
人
気
作
品
の
例
（
具
体
的
に
は
京
都
ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
の
人
気
作
品
）
を
掘
り
下
げ
て
考
え
る
。
第
３
章
で
は
、
社
会
現
象
と
な
っ
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
死
に
つ
い
て
、
前
述
の
『
あ
し
た
の
ジ
ョ
ー
』
や
『
タ
ッ
チ
』
な
ど
を
取
り
上
げ
て
深
掘
り

し
て
み
る
。
さ
ら
に
第
４
、
５
章
で
は
、
時
代
が
変
化
す
る
に
つ
れ
て
そ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
生

観
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
令
和
以
降
の
作
品
を
紹
介
し
つ
つ
考
察
し
て
い
く
。
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台
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﹂は
必
ず
終
わ
る
と
い
う
現
実
を
受
け
入
れ
た
３
作　
157 

●
あ
え
て
の
カ
オ
ス
さ
が
視
聴
者
に
親
近
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叙
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キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
生
き
方

１ 

『
響
け
！ 

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
』ほ
か

 

音
楽
系
ア
ニ
メ
か
ら
辿
る
死
生
観
の
変
化

 

●
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
若
年
層
の
死
生
観　
170 

●
ゼ
ロ
年
代
的
な
平
穏
無
事
な
日
常
と
は
？　
172

 

●
部
活
ア
ニ
メ
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
生
み
出
す
難
し
さ　
174 

●
ス
ポ
根
魂
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
死
を
遠
ざ
け
る　
176

 

●﹁
リ
ア
リ
テ
ィ
﹂の
意
味
合
い
が
変
わ
っ
た
音
楽
ア
ニ
メ　
179 

●
死
が
身
近
に
あ
る
物
語
ほ
ど
親
和
性
の
高
い
音
楽　
181

 

●
死
が
テ
ー
マ
の
曲
に
共
通
す
る
あ
る
形
式　
183 

●
音
楽
ア
ニ
メ
と
音
楽
も
あ
る
ア
ニ
メ　
185

 

●
リ
ア
ル
な
社
会
問
題
が
死
を
浮
き
彫
り
に
す
る　
188

２ 

「
異
世
界
転
生
」関
連
作
品
ほ
か

 

二
次
創
作
の
普
及
と
ゲ
ー
ム
化
さ
れ
て
い
く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死

 

●
同
じ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
に
生
死
が
異
な
る
不
思
議
な
現
象　
191　

●
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
広
が
る
革
命
的
な
展
開　
193

 

●
マ
ル
チ
バ
ー
ス
化
最
大
の
産
物﹁
異
世
界
転
生
﹂作
品　
195

 

●
必
然
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
も
生
き
返
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
時
代　
197

３ 

『
進
撃
の
巨
人
』『
鬼
滅
の
刃
』『
君
の
名
は
。』ほ
か

 

令
和
に
生
き
る
人
々
の
死
生
観

 

●
世
界
は﹁
人
間
原
理
﹂で
い
か
よ
う
に
も
変
わ
る　
199 

●
な
ぜ
人
々
は﹁
鬼
殺
し
﹂に
魅
了
さ
れ
た
の
か
？　
202



３ 

『G
A
N
TZ

』『
魔
法
少
女
ま
ど
か
☆
マ
ギ
カ
』ほ
か

 

生
き
返
り
と
タ
イ
ム
リ
ー
パ
ー
た
ち

 

●
時
代
の
終
末
待
望
気
分
が
生
ん
だ
儚
い
名
作　
143 

●
ま
る
で
没
入
型
蘇
り
デ
ス
ゲ
ー
ム
作
品　
145

 

●
青
春
の
リ
ア
ル
を
追
求
し
た
タ
イ
ム
リ
ー
プ
作
品
の
金
字
塔　
147 

●
視
聴
者
も
時
間
ル
ー
プ
し
続
け
た
８
週
間　
148

 

●
超
常
ヒ
ロ
イ
ン
も﹁
今
し
か
で
き
な
い
﹂を
求
め
て
い
る　
150 

●
王
道
タ
イ
ム
リ
ー
プ
作
品
に
見
る
複
数
の
世
界
線　
152

 

●
世
界
を
再
創
造
す
る
ち
ゃ
ぶ
台
返
し
の
ラ
ス
ト　
154

４ 

『
コ
ー
ド
ギ
ア
ス
反
逆
の
ル
ル
ー
シ
ュ
』『
革
命
機
ヴ
ァ
ル
ヴ
レ
イ
ヴ
』ほ
か

 

不
可
逆
的
に
流
れ
る
時
間
の
終
焉

 

●﹁
時
﹂は
必
ず
終
わ
る
と
い
う
現
実
を
受
け
入
れ
た
３
作　
157 

●
あ
え
て
の
カ
オ
ス
さ
が
視
聴
者
に
親
近
感
を
与
え
る　
159

 

●
日
本
人
が
好
ん
で
し
ま
う
英
雄
叙
事
詩
的
な
物
語　
161 

●
多
様
性
と
文
明
の
進
化
が
見
え
隠
れ
す
る
異
色
作　
162

５ 

『
グ
リ
ッ
ド
マ
ン 

ユ
ニ
バ
ー
ス
』

 

マ
ル
チ
バ
ー
ス
の
世
界
で
見
る
ア
ニ
メ

 

●
怪
獣
＊
特
撮
ア
ニ
メ
の
最
先
端　
164　
　

●
マ
ル
チ
バ
ー
ス
的
作
品
が
若
者
の
共
感
を
集
め
る
理
由　
166

第
５
章　

 

平
成・令
和
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
学
ぶ
こ
れ
か
ら
の
生
き
方

１ 
『
響
け
！ 

ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
』ほ
か

 
音
楽
系
ア
ニ
メ
か
ら
辿
る
死
生
観
の
変
化

 

●
時
代
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
若
年
層
の
死
生
観　
170 

●
ゼ
ロ
年
代
的
な
平
穏
無
事
な
日
常
と
は
？　
172

 

●
部
活
ア
ニ
メ
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
生
み
出
す
難
し
さ　
174 

●
ス
ポ
根
魂
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
か
ら
死
を
遠
ざ
け
る　
176

 

●﹁
リ
ア
リ
テ
ィ
﹂の
意
味
合
い
が
変
わ
っ
た
音
楽
ア
ニ
メ　
179 

●
死
が
身
近
に
あ
る
物
語
ほ
ど
親
和
性
の
高
い
音
楽　
181

 

●
死
が
テ
ー
マ
の
曲
に
共
通
す
る
あ
る
形
式　
183 

●
音
楽
ア
ニ
メ
と
音
楽
も
あ
る
ア
ニ
メ　
185

 

●
リ
ア
ル
な
社
会
問
題
が
死
を
浮
き
彫
り
に
す
る　
188

２ 

「
異
世
界
転
生
」関
連
作
品
ほ
か

 

二
次
創
作
の
普
及
と
ゲ
ー
ム
化
さ
れ
て
い
く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死

 

●
同
じ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の
に
生
死
が
異
な
る
不
思
議
な
現
象　
191　

●
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
広
が
る
革
命
的
な
展
開　
193

 

●
マ
ル
チ
バ
ー
ス
化
最
大
の
産
物﹁
異
世
界
転
生
﹂作
品　
195

 

●
必
然
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
も
生
き
返
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
時
代　
197

３ 

『
進
撃
の
巨
人
』『
鬼
滅
の
刃
』『
君
の
名
は
。』ほ
か

 

令
和
に
生
き
る
人
々
の
死
生
観

 

●
世
界
は﹁
人
間
原
理
﹂で
い
か
よ
う
に
も
変
わ
る　
199 

●
な
ぜ
人
々
は﹁
鬼
殺
し
﹂に
魅
了
さ
れ
た
の
か
？　
202



 

●
世
界
的
に
注
目
さ
れ
た
震
災
３
部
作　
204　

 

●
20
世
紀
と
2＊
世
紀
の
大
人
の
あ
り
方
の
違
い　
206

 

●
生
き
生
き
と
描
か
れ
た
脇
役
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
力　
208 

●
彼
女
を
救
う
か
︑世
界
を
救
う
か
？　
209

 
●
現
代
人
は﹁
夢
物
語
﹂を
求
め
て
い
る
？　
211

４ 
『
ソ
ー
ド
ア
ー
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
』『
チ
ェ
ン
ソ
ー
マ
ン
』ほ
か

 

王
道
メ
タ
バ
ー
ス
作
品
と
先
祖
返
り
の
謎

 

●
メ
タ
バ
ー
ス
作
品
の
過
去
＊
現
在
＊
未
来　
213 

●
世
界
市
場
売
り
上
げ
ベ
ス
ト
３
の
日
本
ラ
ノ
ベ
の
共
通
点　
216

 

●
死
生
観
は
普
遍
性
を
保
ち
続
け
る　
218 

●
現
代
人
の
精
神
的
疲
労
を
体
現
す
る
非
人
間
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
生
き
様　
220

 

●
令
和
の
大
ヒ
ッ
ト
作
品
で
描
か
れ
る
奇
妙
な
先
祖
返
り　
222

あ
と
が
き　
225

装
丁
＊
本
文
デ
ザ
イ
ン
／bookw

all

装
画
／
加
藤
宗
一
郎

図
版
デ
ザ
イ
ン
／
二
神
さ
や
か

校
正
／
永
田
和
恵 ︵
株
式
会
社 

剣
筆
舎
︶

Ｄ
Ｔ
Ｐ
／
株
式
会
社
キ
ャ
ッ
プ
ス



第
１
章　

二
〇
世
紀
の
名
作
ア
ニ
メ
に
描
か
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死

 

●
世
界
的
に
注
目
さ
れ
た
震
災
３
部
作　
204　

 

●
20
世
紀
と
2＊
世
紀
の
大
人
の
あ
り
方
の
違
い　
206

 

●
生
き
生
き
と
描
か
れ
た
脇
役
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
力　
208 

●
彼
女
を
救
う
か
︑世
界
を
救
う
か
？　
209

 

●
現
代
人
は﹁
夢
物
語
﹂を
求
め
て
い
る
？　
211

４ 

『
ソ
ー
ド
ア
ー
ト
・
オ
ン
ラ
イ
ン
』『
チ
ェ
ン
ソ
ー
マ
ン
』ほ
か

 

王
道
メ
タ
バ
ー
ス
作
品
と
先
祖
返
り
の
謎

 

●
メ
タ
バ
ー
ス
作
品
の
過
去
＊
現
在
＊
未
来　
213 

●
世
界
市
場
売
り
上
げ
ベ
ス
ト
３
の
日
本
ラ
ノ
ベ
の
共
通
点　
216

 

●
死
生
観
は
普
遍
性
を
保
ち
続
け
る　
218 

●
現
代
人
の
精
神
的
疲
労
を
体
現
す
る
非
人
間
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
生
き
様　
220

 

●
令
和
の
大
ヒ
ッ
ト
作
品
で
描
か
れ
る
奇
妙
な
先
祖
返
り　
222

あ
と
が
き　
225

装
丁
＊
本
文
デ
ザ
イ
ン
／bookw

all

装
画
／
加
藤
宗
一
郎

図
版
デ
ザ
イ
ン
／
二
神
さ
や
か

校
正
／
永
田
和
恵 ︵
株
式
会
社 

剣
筆
舎
︶

Ｄ
Ｔ
Ｐ
／
株
式
会
社
キ
ャ
ッ
プ
ス

二
〇
世
紀
の

名
作
ア
ニ
メ
に
描
か
れ
た

キ
ャャ
ラ
ク
タ
ー
の
死

第
１
章



16

『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』『
ル
パ
ン
三
世
』ほ
か

サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
人
気
獲
得
と
死
亡
回
の
増
加

死
を
描
か
な
か
っ
た
70
年
代
以
前
の
子
ど
も
向
け
ア
ニ
メ

　

日
本
の
ア
ニ
メ
作
品
で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
ぬ
場
面
は
も
ち
ろ
ん
物
語
の
必
要
上
、
昔
か
ら
描

か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
１
９
６
０
年
代
ま
で
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
は
、
主
に
子
ど
も
向
け
番
組
と
い

う
位
置
付
け
だ
っ
た
た
め
、
人
の
死
は
な
る
べ
く
描
か
れ
な
い
傾
向
に
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。

現
在
の
Ｒ
15
＋
指
定
な
ど
の
レ
イ
テ
ィ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
と
は
違
っ
て
、
業
界
内
の
不
文
律
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
が
、
当
時
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
で
は
死
の
描
写
は
か
な
り
ま
れ
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
70
年
代
に
入
る
と
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
制
作
者
側
の
意
識
が
変
わ
っ
た
た
め
だ
ろ
う
か
、

主
に
子
ど
も
が
観
る
時
間
帯
の
ア
ニ
メ
で
も
、
キ
ャ
ラ
の
死
を
あ
え
て
リ
ア
ル
に
演
出
す
る
作
品
が

現
れ
て
く
る
。

　

キ
ャ
ラ
の
死
ぬ
場
面
が
重
要
な
位
置
付
け
に
あ
る
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
で
、
70
年
代
の
も
の
と
い
う
と

1
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＊
１

原
作

：

ウ
ィ
ー
ダ

《
１
８
３
９
年
、
英
国
に

生
ま
れ
た
。
本
名
は
、

M
arie Louise de la 

Ram
ee

と
い
う
。
20
歳

の
頃
、「
ウ
ィ
ー
ダ
」
と

い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
小
説

の
執
筆
を
始
め
る
。
１
８

７
２
年
に
、『
フ
ラ
ン
ダ

ー
ス
の
犬
』
を
完
成
。『
子

供
の
た
め
の
物
語
集
』
な

ど
約
40
編
の
小
説
を
著
し

た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
定

住
し
、
近
く
の
ビ
ア
レ
ギ

オ
で
１
９
０
８
年
に
亡
く

な
っ
た
。》（
参
考

：

新
潮

社
Ｈ
Ｐ
・
著
者
プ
ロ
フ
ィ

ー
ル
よ
り
）

す
ぐ
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
、
１
９
７
５
年
放

送
の
『
フ＊

＊

ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
だ
。
こ
れ
は

日
本
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
の
「
世
界
名
作

劇
場
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
作
で
あ
る
。

　

主
人
公
の
少
年
ネ
ロ
が
生
活
困
窮
の
結

果
、
死
ん
で
昇
天
す
る
の
だ
が
、「
パ
ト
ラ

ッ
シ
ュ
、
疲
れ
た
ろ
う
。
僕
も
疲
れ
た
ん

だ
。
な
ん
だ
か
、
と
て
も
眠
い
ん
だ
」
の
名

セ
リ
フ
が
、
今
で
も
昭
和
ア
ニ
メ
の
名
場
面

で
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
制
作
時
期
が
75
年
で
は
あ
る
が
、

子
ど
も
向
け
の
ア
ニ
メ
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
た

め
、
あ
え
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
を
生
々
し

く
描
く
こ
と
は
避
け
て
い
る
。
ネ
ロ
少
年
が

©NIPPON ANIMATION CO., LTD.
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念
願
の
ル
ー
ベ
ン
ス
の
絵
を
見
な
が
ら
死
ぬ
と
、
天
使
た
ち
が
出
迎
え
て
、
ま
る
で
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン

ド
で
あ
る
か
の
よ
う
に
少
年
が
昇
天
す
る
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
『
フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』
は
例
外
的
に
主
人
公
が
死
ぬ
が
、
シ
リ
ー
ズ
の
他
の
作

品
、『
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
』、『
母
を
た
ず
ね
て
三
千
里
』
や
『
あ
ら
い
ぐ
ま
ラ
ス
カ
ル
』
な

ど
、
ほ
と
ん
ど
死
が
描
か
れ
な
い
も
の
が
多
い
。

　

世
界
名
作
劇
場
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
の
ち
に
有
名
に
な
っ
て
い
く
ア
ニ
メ
監
督
の
宮
崎
駿
と
高
畑
勲

の
出
世
作
と
し
て
も
重
要
だ
。
こ
の
当
時
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
が
、
子
ど
も
の
視
聴
を
目
的
と
し
た
作

り
な
の
は
最
初
か
ら
決
ま
っ
て
お
り
、
さ
す
が
の
宮
崎
駿
や
高
畑
勲
で
も
、
物
語
の
中
の
死
は
な
る

べ
く
避
け
る
し
か
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

60
年
代
当
時
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
で
子
ど
も
に
人
気
の
作
品
と
言
え
ば
、『
鉄
腕
ア
ト
ム
』
な
ど
の

手
塚
治
虫
の
虫
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
作
品
や
、『
エ
イ
ト
マ
ン
』、『
鉄
人
28
号
』
な
ど
の
メ
カ
ア
ク
シ

ョ
ン
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ
ら
以
外
で
は
マ
ン
ガ
原
作
も
の
、『
サ
ザ
エ
さ
ん
』
や
藤
子
不
二
雄
の

『
オ
バ
ケ
の
Ｑ
太
郎
』
が
あ
る
。『
巨
人
の
星
』
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ガ
の
ア
ニ
メ
化
で
も
、
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
死
は
描
か
れ
に
く
い
傾
向
だ
っ
た
。
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そ
れ
が
変
化
し
て
く
る
の
は
70
年
代
以
降
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
で
も
シ
リ
ア
ス
な
ド
ラ
マ
や
Ｓ
Ｆ
、

リ
ア
ル
な
物
語
を
指
向
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
が
現
実
指
向
に

な
る
の
と
並
行
し
て
、
ア
ニ
メ
視
聴
者
が
子
ど
も
中
心
か
ら
、
10
代
〜
20
代
の
青
少
年
・
女
性
へ
と

拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
流
れ
は
、
ど
ち
ら
が
先
と
も
言
い
が
た
く
、
お
そ
ら
く
は
同
時
に
進
行
し
て
い
っ
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
子
ど
も
の
頃
に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
を
観
た
世
代
が
、
10
代
〜
20
代
に
な
っ
て
い
く
に
し

た
が
っ
て
、
そ
の
ま
ま
ア
ニ
メ
を
愛
好
し
続
け
た
と
い
う
結
果
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

特
定
の
ア
ニ
メ
作
品
に
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
（
米
国
Ｓ
Ｆ
作
品
の
例
に
な
ら
っ
て
「
フ
ァ
ン
ジ
ン
」
と

呼
ぶ
場
合
も
）
が
で
き
て
く
る
の
も
こ
の
時
期
で
あ
り
、
ま
た
ア
ニ
メ
の
男
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
女

性
フ
ァ
ン
が
つ
い
て
き
た
の
も
同
時
期
の
こ
と
だ
と
言
え
る
。

世
代
を
超
え
て
愛
さ
れ
て
き
た
ア
ニ
メ
の
本
当
の
姿

　

１
９
７
０
年
代
以
降
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
に
は
、
21
世
紀
の
今
で
も
人
気
が
続
い
て
い
る
伝
説
的
な

作
品
が
い
く
つ
も
出
現
し
た
。
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＊
２

《
宮
崎
駿 

い
よ
い
よ
『
ル

パ
ン
』
の
放
映
が
始
ま
っ

た
。（
中
略
）
す
さ
ま
じ

い
視
聴
率
を
誇
っ
て
い
た

『
巨
人
の
星
』
の
後
番
組

と
し
て
、
期
待
さ
れ
て
い

ま
し
た
か
ら
。
９
％
は
波

紋
を
呼
び
ま
し
て
、
路
線

が
ま
ち
が
っ
て
い
る
と

か
、（
中
略
）
そ
の
お
は

ち
が
、
ぼ
く
と
パ
ク
さ
ん

（
高
畑
勲
）
に
ま
わ
っ
て

き
た
と
い
う
の
が
、
そ
も

そ
も
の
『
ル
パ
ン
』
と
ぼ

く
と
の
結
び
つ
き
の
最
初

だ
っ
た
ん
で
す
。（
中
略
）

視
聴
率
を
上
げ
る
、
こ
れ

が
第
１
目
標
で
す
よ
。（
中

略
）
そ
の
う
ち
、
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
最
初
の
こ
ろ
と

ち
が
っ
て
き
た
ん
で
す

『
ル
パ
ン
三
世
』
も
そ
の
１
つ
で
あ
り
、
今
と
な
っ
て
は
テ
レ
ビ
シ
リ
ー
ズ
第
１
作
（
１
９
７
１
年

〜
）
を
知
ら
な
い
世
代
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
『
ル
パ
ン
三
世
』
を
楽
し
ん
で
い
る
。
ル
パ
ン
や

銭
形
警
部
な
ど
、
主
要
キ
ャ
ラ
を
演
じ
た
声
優
も
亡
く
な
っ
た
た
め
に
交
代
が
あ
り
、
世
代
を
超
え

た
作
品
の
１
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

物
語
は
単
純
な
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
怪
盗
ア
ル
セ
ー
ヌ
・
ル
パ
ン
（
架
空
の
人
物
で
、
フ
ラ
ン

ス
の
作
家
モ
ー
リ
ス
・
ル
ブ
ラ
ン
の
小
説
の
主
人
公
）
の
孫
で
あ
る
ル
パ
ン
三
世
が
、
相
棒
の
ガ
ン

マ
ン
・
次
元
大
介
、
居
合
抜
き
の
達
人
・
石
川
五
ェ
門
、
謎
の
美
女
・
峰
不
二
子
ら
と
泥
棒
家
業
に

励
ん
で
い
る
。
ル
パ
ン
を
宿
敵
と
狙
う
警
視
庁
の
銭
形
警
部
は
、
ル
パ
ン
逮
捕
に
執
念
を
燃
や
す

が
、
毎
回
、
裏
を
か
か
れ
て
逃
げ
ら
れ
る
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
を
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
、

コ
ミ
カ
ル
な
演
出
と
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
ア
ク
シ
ョ
ン
描
写
で
繰
り
返
す
の
だ
。

　

原
作
の
モ
ン
キ
ー
・
パ
ン
チ
の
マ
ン
ガ
で
は
、『
漫
画
ア
ク
シ
ョ
ン
』
と
い
う
大
人
向
け
雑
誌
に

連
載
さ
れ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
ア
ニ
メ
化
す
る
に
あ
た
り
、
当
時

の
ス
タ
ッ
フ
た
ち
は
本
格
的
な
大
人
向
け
の
ア
ニ
メ
作
品
と
し
て
作
ろ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
、

本
作
が
挑
ん
だ
本
格
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
の
ア
ニ
メ
に
は
、
ま
だ
時
代
が
追
い
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
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が
、
み
ん
な
わ
か
る
か
な

ァ
。（
中
略
）
最
初
の
ル

パ
ン
は
、
金
持
ち
の
3
代

目
が
、
ヒ
マ
を
も
て
あ
ま

し
、
倦
怠
感
を
漂
わ
せ
て

い
た
の
が
、
ぼ
く
ら
が
描

く
よ
う
に
な
っ
て
、
ル
パ

ン
は
イ
タ
リ
ア
系
の
貧
乏

人
で
、
次
元
と
い
つ
も
ス

カ
ン
ピ
ン
の
状
態
で
、
な

に
か
オ
モ
シ
ロ
イ
こ
と
な

い
か
な
と
（
後
略
）》

（『
ロ
マ
ン
ア
ル
バ
ム　

映

画「
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ
」

G
U

ID
E BO

O
K

』
復
刻

版　

徳
間
書
店
２
０
１
０

年　

P.149

〜150

よ
り
）

で
、
視
聴
率
が
振
る
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
シ
リ
ー
ズ
の
後
半
は
、
コ
メ
デ
ィ
タ
ッ
チ
の
娯
楽
ア
ニ

メ
風
に
作
風
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
の
辺
り
の
事
情
は
、
若
き
日
に
本
作
を
途
中
か
ら
担
当
し
た

宮
崎
駿
の
イ＊

２

ン
タ
ビ
ュ
ー
に
詳
し
い
。

『
ル
パ
ン
三
世
』
２
作
目
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
（
１
９
７
７
年
〜
）
で
は
、
コ
ミ
カ
ル
さ
を
引
き
継
い

で
、
さ
ら
に
ド
タ
バ
タ
風
味
の
強
い
コ
メ
デ
ィ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
作
品
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も

長
い
放
送
期
間
の
中
で
は
、
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
タ
ッ
チ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
何
話
も
あ
っ
た
。
ち
な
み

に
、
同
作
26
話
や
58
話
な
ど
、
相
棒
の
次
元
大
介
が
活
躍
す
る
回
も
増
え
た
。

　

今
と
な
っ
て
は
１
作
目
も
２
作
目
も
、
評
価
の
高
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
調
の
も
の

が
多
い
。
時
代
が
よ
う
や
く
第
１
作
の
最
初
の
作
品
に
追
い
つ
い
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
い

っ
た
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
調
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
は
、
容
赦
な
く
人
が
殺
さ
れ
た
り
も
し
て
い
た
。

　

ル
パ
ン
三
世
自
身
も
当
初
の
設
定
で
は
、
殺
し
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
と
し
て
自
他
と
も
に
認
め

ら
れ
る
よ
う
な
、
殺
し
屋
と
し
て
の
一
面
を
持
っ
て
い
た
。
ル
パ
ン
愛
用
の
拳
銃
ワ
ル
サ
ー
Ｐ
38

も
、
シ
リ
ー
ズ
前
半
で
は
何
人
も
命
を
奪
っ
て
い
る
。

　

本
作
の
元
ネ
タ
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
の
代
表
的
な
ヒ
ー
ロ
ー
「
怪
盗
ル
パ
ン
」
は
、
よ
く
知
ら
れ
て
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い
る
よ
う
に
、
殺
し
を
や
ら
な
い
「
紳
士
強
盗
」
で
あ
る
こ
と
が
売
り
だ
っ
た
。
そ
の
架
空
の
怪
盗

ル
パ
ン
の
孫
だ
と
い
う
設
定
で
作
ら
れ
た
ア
ニ
メ
「
ル
パ
ン
三
世
」
シ
リ
ー
ズ
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

た
ち
の
個
性
的
な
魅
力
が
物
語
を
牽け

ん

引い
ん

す
る
。
主
役
の
ル
パ
ン
と
相
棒
の
次
元
大
介
、
仲
間
の
石
川

五
ェ
門
と
峰
不
二
子
、
敵
役
の
銭
形
警
部
の
５
人
は
、
１
作
目
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
ず
っ
と
変
わ

ら
ず
デ
フ
ォ
ル
ト
の
関
係
性
を
保
ち
な
が
ら
、
コ
ミ
カ
ル
に
描
か
れ
る
日
常
の
中
で
時
に
は
ハ
ー
ド

ボ
イ
ル
ド
調
に
な
り
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
躍
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
台
頭
と
女
性
フ
ァ
ン
の
獲
得

　

次
に
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
科
学
忍
者
隊
ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン
』（
１
９
７
２
年
〜
）
だ
が
、
タ
ツ
ノ
コ

プ
ロ
の
代
表
作
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
今
も
根
強
い
人
気
が
あ
る
。

　

物
語
は
、
謎
の
秘
密
結
社
ギ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
世
界
征
服
の
陰
謀
を
企た

く
らむ
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ

に
対
抗
す
る
べ
く
、
南
部
博
士
は
５
人
の
少
年
少
女
を
集
め
て
サ
イ
ボ
ー
グ
化
し
、「
科
学
忍
者
隊
」

と
名
付
け
た
。

　

第
１
作
の
主
要
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
「
Ｇ
２
号
＝
コ
ン
ド
ル
の
ジ
ョ
ー
」
が
、
特
に
女
子
に
も
絶
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大
な
人
気
を
誇
っ
た
。
第
１
作
の
ラ
ス
ト
と
な
る
第
１
０
５
話
の
「
地
球
消
滅
！
０
０
０
２
」
で
、

ジ
ョ
ー
は
地
球
を
守
る
た
め
に
身
を
犠
牲
に
す
る
。
そ
の
最
期
が
、
女
性
フ
ァ
ン
の
紅
涙
を
絞
っ

た
。

　

そ
の
最
終
話
で
、
科
学
忍
者
隊
は
ギ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
地
球
消
滅
作
戦
を
止
め
る
べ
く
、
本
部
へ
と

突
入
す
る
。
前
回
で
捕
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
ジ
ョ
ー
は
、
最
後
の
力
を
振
り
絞
っ
て
羽
根
手
裏
剣
を

投
げ
る
が
、
敵
幹
部
の
ベ
ル
ク
・
カ
ッ
ツ
ェ
を
仕
留
め
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
羽
根
手
裏
剣

は
ギ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
最
終
兵
器
の
機
械
部
に
挟
ま
り
、
ギ
リ
ギ
リ
の
と
こ
ろ
で
地
球
壊
滅
の
破
壊
兵

器
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
た
。
そ
う
し
て
ジ
ョ
ー
は
仲
間
に
囲
ま
れ
て
死
ん
で
い
く
。

　

当
時
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
は
、
女
性
フ
ァ
ン
が
つ
い
た
こ
と
自
体
珍
し
い
。
主

人
公
「
Ｇ
１
号
＝
大
鷲
の
健
」
よ
り
も
、
ジ
ョ
ー
は
人
気
が
高
い
。
そ
も
そ
も
物
語
の
ラ
ス
ト
で
、

主
人
公
を
差
し
置
い
て
決
定
的
な
活
躍
を
す
る
サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
ジ
ョ
ー
が
初
め
て
の
例
か
も

し
れ
な
い
。

『
科
学
忍
者
隊
ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン
』
は
Ｓ
Ｆ
ア
ク
シ
ョ
ン
作
品
と
し
て
、
か
な
り
真
面
目
に
作
ら
れ
て

お
り
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
も
た
び
た
び
生
命
の
危
機
に
陥
る
。
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
が
描
か
れ
る
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場
面
で
も
う
１
つ
印
象
的
な
の
は
、
主
人
公
・
健
の
父
親
で
あ
る
こ
と
を
隠
し
て
い
た
「
レ
ッ
ド
イ

ン
パ
ル
ス
」
が
、
命
を
捨
て
て
息
子
の
健
を
助
け
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ
。

　

第
53
話
「
さ
ら
ば
レ
ッ
ド
イ
ン
パ
ル
ス
」
で
、
健
と
レ
ッ
ド
イ
ン
パ
ル
ス
は
、
地
球
崩
壊
が
迫
る

中
、
命
が
け
で
敵
兵
器
を
止
め
よ
う
と
す
る
。
ギ
リ
ギ
リ
の
土
壇
場
で
、
レ
ッ
ド
イ
ン
パ
ル
ス
は
息

子
を
か
ば
っ
て
自
分
だ
け
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
る
。

『
ル
パ
ン
三
世
』
と
『
科
学
忍
者
隊
ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン
』
の
共
通
点
は
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
と
い
う

点
も
そ
う
だ
が
、
主
人
公
よ
り
も
む
し
ろ
サ
ブ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
ほ
う
に
奇
妙
に
人
気
が
出
て
フ
ァ

ン
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
ル
パ
ン
三
世
』
の
主
役
ル
パ
ン
も
も
ち
ろ
ん
人
気
だ
が
、
峰
不
二
子
や
次
元
大
介
、
石
川
五
ヱ
門

な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
に
人
気
が
あ
る
。
宿
敵
の
銭
形
警
部
も
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
の

だ
。

『
科
学
忍
者
隊
ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン
』
の
場
合
も
、
主
役
の
健
よ
り
も
ジ
ョ
ー
に
人
気
が
集
ま
り
、
ま
た

紅
一
点
の
「
白
鳥
の
ジ
ュ
ン
」
も
ア
イ
ド
ル
的
な
扱
い
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
勧
善
懲
悪
路
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＊
３

当
時
は
本
名
の
富
野
喜
幸

で
活
動
。
１
９
８
２
年
以

降
に
富
野
由
悠
季
名
義
で

活
動
す
る
よ
う
に
な
る
。

線
の
ア
ク
シ
ョ
ン
ア
ニ
メ
と
し
て
は
め
ず
ら
し
く
、
敵
の
組
織
「
ギ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
幹
部
で
あ
る

ベ
ル
ク
・
カ
ッ
ツ
ェ
の
特
異
な
存
在
感
も
、
秘
め
ら
れ
た
過
去
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
と
相
ま
っ
て
人

気
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

『
海
の
ト
リ
ト
ン
』『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』

最
終
回
大
量
死
の
衝
撃
と
リ
ア
ル
な
死
の
描
写

「
皆
殺
し
」の
異
名
を
と
る
人
物
の
原
点

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
の
生
み
の
親
と
し
て
有
名
な
ア
ニ
メ
監
督
・
作
家
の
富
野
由
悠
季
は
、
若＊

＊

い
頃
に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
海
の
ト
リ
ト
ン
』
の
チ
ー
フ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。
こ

の
作
品
は
手
塚
治
虫
の
マ
ン
ガ
原
作
を
使
っ
て
、
の
ち
に
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
な
る
西
崎
義
展
が
製
作
し
た
。
手
塚
の
原
作
と
は
大
き
く
異
な
る
展
開
と
な
っ
て
い
る
が
、
大

筋
は
海
洋
Ｓ
Ｆ
と
古
代
史
ロ
マ
ン
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
も
の
で
、
カ
ル
ト
的
作
品
と
し
て
今
も
人
気

2
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が
根
強
い
。

　

物
語
は
、
緑
の
髪
の
少
年
ト
リ
ト
ン
が
赤
ん
坊
の
時
に
浜
辺
で
老
人
に
拾
わ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
る
。
ト
リ
ト
ン
は
大
海
を
治
め
た
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
人
の
ト
リ
ト
ン
族
最
後
の
生
き
残
り
だ
っ

た
。
や
が
て
イ
ル
カ
か
ら
自
分
の
真
実
を
聞
か
さ
れ
た
ト
リ
ト
ン
は
、
海
を
荒
ら
す
ポ
セ
イ
ド
ン
族

と
戦
う
決
心
を
す
る
。

　

１
９
７
２
年
、
本
作
の
熱
心
な
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
作
品
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
（
フ
ァ
ン
ジ
ン
）

「T
RIT

O
N

」
が
作
ら
れ
た
の
が
、
日
本
初
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
だ
と
い
う
説
も
あ

る
。
ト
リ
ト
ン
の
声
優
・
塩
屋
翼
を
目
当
て
に
、
録
音
ス
タ
ジ
オ
に
10
代
の
女
子
が
集
ま
っ
て
く
る

と
い
う
現
象
ま
で
起
き
て
い
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
、
本
放
送
が
終
了
し
て
か
ら
も
、
文
京
公
会
堂
に

て
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
大
会
が
行
な
わ
れ
、
一
説
に
は
１
０
０
０
人
も
の
フ
ァ
ン
が
集
結
し
て
い
た
と
い

う
。

　

ま
た
余
談
だ
が
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
海
の
ト
リ
ト
ン
』
の
主
題
歌
は
、
甲
子
園
球
場
の
高
校
野
球

で
各
校
吹
奏
楽
部
が
演
奏
す
る
、
定
番
応
援
曲
の
１
つ
と
な
っ
て
い
る
ほ
ど
だ
。

『
海
の
ト
リ
ト
ン
』
に
か
か
わ
っ
た
の
ち
、
富
野
由
悠
季
は
ア
ニ
メ
会
社
サ
ン
ラ
イ
ズ
（
当
時
は
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＊
４

《
Ｑ
「
最
終
回
の
ポ
セ
イ

ド
ン
の
オ
チ
と
い
う
か
落

と
し
は
、
ど
な
た
の
ア
イ

デ
ア
な
の
で
す
か
？
」

富
野
「
あ
れ
は
僕
で
す
。

あ
の
落
と
し
ど
こ
ろ
だ
け

は
、
１
ク
ー
ル
終
わ
っ
た

時
点
ぐ
ら
い
で
思
い
つ
い

て
い
た
ん
で
す
け
ど
、
誰

に
も
言
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
だ
か
ら
26
話
の
シ
ナ

リ
オ
は
僕
が
書
い
て
い
る

ん
で
す
」》（『
キ
ネ
マ
旬

報
ム
ッ
ク　

富
野
由
悠
季　

全
仕
事
』
監
修　

富
野
由

悠
季　

キ
ネ
マ
旬
報
社　

１
９
９
９
年　

P.64

よ

り
）

「
日
本
サ
ン
ラ
イ
ズ
」）
の
中
心
人
物
と
な

り
、
カ
リ
ス
マ
的
ア
ニ
メ
監
督
に
な
っ
て
い

く
が
、
そ
の
原
点
は
『
海
の
ト
リ
ト
ン
』
に

あ
る
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。

　

と
い
う
の
も
、
本
作
の
最
終
話
に
は
驚

き
ょ
う

愕が
く

の
ど
ん
で
ん
返
し
が
あ
る
の
だ
。
古
代
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
文
明
の
子
孫
で
あ
る
ト
リ
ト
ン

族
と
ポ
セ
イ
ド
ン
族
は
、
海
中
人
類
同
士
で

戦
い
を
続
け
て
き
た
が
、
最
終
話
で
主
人
公

の
ト
リ
ト
ン
少
年
は
、
ポ
セ
イ
ド
ン
族
の

人
々
を
結
果
的
に
皆
殺
し
に
し
て
し
ま
う
と

い
う
展
開
な
の
だ
。
こ
れ
は
手
塚
の
原
作
と

は
違
い
、
富4

＊

野
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
と
い
う
。

　

意
図
せ
ず
し
て
大
量
虐
殺
を
し
て
し
ま
っ

© 手塚プロ／東北新社
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＊
５

原
作
は
ス
イ
ス
の
作
家
ヨ

ハ
ン
ナ
・
シ
ュ
ピ
リ
（
ス

ピ
リ
）
の
『
ハ
イ
ジ
』。

１
９
７
４
年
に
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
放
送
開
始
。
視
聴
率

20
％
以
上
と
い
う
驚
異
的

な
反
響
を
巻
き
起
こ
し

た
。（
ア
ル
プ
ス
の
少
女

ハ
イ
ジ
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
）

た
ト
リ
ト
ン
は
、
そ
れ
で
も
戦
い
を
や
め
ず
に
ポ
セ
イ
ド
ン
族
を
倒
し
、
最
後
は
ト
リ
ト
ン
族
の
生

き
残
り
で
あ
る
少
女
ピ
ピ
と
カ
ッ
プ
ル
に
な
り
、
新
た
な
世
界
へ
旅
立
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
ラ
ス
ト
の
展
開
は
、
の
ち
に
「
皆
殺
し
の
富
野
」
と
異
名
を
と
る
彼
の
原
点
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
の
だ
。「
皆
殺
し
」
と
は
穏
や
か
で
な
い
通
称
だ
が
、
富
野
ア
ニ
メ
の
代
表
作
で
は
、

よ
く
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
が
死
ぬ
。
し
か
も
、
主
要
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ど
ん
ど
ん
死
ん
で
い
く
こ

と
か
ら
、
そ
の
呼
び
名
が
付
い
た
と
い
う
。

　

70
年
代
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
金
字
塔
で
あ
る
『
海
の
ト
リ
ト
ン
』
は
、
一
見
す
る
と
子
ど
も
向
け
作

品
っ
ぽ
い
絵
柄
な
の
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
次
々
と
死
ぬ
描
写
が
あ
る
。
こ
の
流
れ
は
、
同
作
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
だ
っ
た
西
崎
義
展
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
へ
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

賛
否
両
論
語
ら
れ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
の
美
化

『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
は
今
で
こ
そ
日
本
ア
ニ
メ
を
代
表
す
る
シ
リ
ー
ズ
だ
が
、
第
１
作
の
時
に
は

裏
番
組
の
ア
ニ
メ
『
ア＊

＊

ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ
』
の
人
気
に
全
く
及
ば
ず
、
視
聴
率
低
迷
で
最
後
は

打
ち
切
り
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
。
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と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
熱
心
な
フ
ァ
ン
の
声
が
ス
ポ
ン
サ
ー
を
動
か
し
、
再
放
送
か
ら
映
画
化
へ
と

人
気
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
。
こ
の
劇
場
版
の
公
開
時
に
は
、
フ
ァ
ン
が
徹
夜
で
劇
場
の
周
囲
に
並

び
、
そ
の
熱
気
が
の
ち
の
ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
の
火
付
け
役
と
な
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
第
１
作
の
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
よ
う
。

　

西
暦
２
１
９
９
年
、
地
球
人
類
は
絶
滅
の
危
機
に
瀕ひ

ん

し
て
い
た
。
地
球
侵
略
を
企
て
る
ガ
ミ
ラ
ス

星
人
の
遊
星
爆
弾
が
地
上
に
降
り
注
ぎ
、
人
類
は
そ
の
住
居
地
を
地
下
に
求
め
て
い
た
。
し
か
し
地

下
に
も
放
射
能
汚
染
は
容
赦
な
く
進
み
、
人
類
滅
亡
ま
で
あ
と
１
年
と
迫
っ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
時
、
地
球
か
ら
14
万
８
千
光
年
の
彼
方
に
あ
る
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
星
か
ら
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

届
く
。
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
は
放
射
能
除
去
装
置
が
あ
り
、
そ
れ
を
取
り
に
来
い
と
い
う
の
だ
。
い
っ

し
ょ
に
送
ら
れ
て
き
た
未
知
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
波
動
エ
ン
ジ
ン
の
設
計
図
を
基
に
、
沈
没
し
た
戦
艦

大
和
を
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
と
し
て
改
造
す
る
。
生
き
残
っ
た
人
類
の
中
か
ら
、
古
代
進
や
森
雪
な

ど
、
選
び
抜
か
れ
た
若
者
た
ち
が
歴
戦
の
勇
士
・
沖
田
十
三
艦
長
に
率
い
ら
れ
て
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に

向
か
う
こ
と
と
な
る
。
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そ
の
行
手
を
阻
止
し
よ
う
と
す
る
ガ
ミ
ラ
ス
星
、
総
統
の
デ
ス
ラ
ー
は
次
々
に
攻
撃
の
手
を
差
し

向
け
る
。
ガ
ミ
ラ
ス
艦
隊
と
の
決
戦
に
勝
利
し
た
ヤ
マ
ト
だ
が
、
あ
と
一
歩
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
、

ガ
ミ
ラ
ス
と
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
が
二
連
星
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
へ
行
く
に
は
、
ガ
ミ

ラ
ス
を
ど
う
し
て
も
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ヤ
マ
ト
最
後
の
戦
い
に
お
い
て
、
旅
の
途
中
で
病
に
倒
れ
た
沖
田
艦
長
の
作
戦
指
導
で
、
ガ
ミ
ラ

ス
星
と
い
う
１
つ
の
星
を
滅
亡
に
追
い
込
む
。
イ
ス
カ
ン
ダ
ル
に
着
い
た
ヤ
マ
ト
は
放
射
能
除
去
装

置
を
積
み
、
ワ
ー
プ
で
帰
路
を
急
ぐ
。
や
が
て
、
母
な
る
地
球
が
ヤ
マ
ト
の
前
に
現
れ
た
。
古
代
た

ち
が
喜
び
合
う
の
を
よ
そ
に
、
沖
田
艦
長
は
静
か
に
息
を
引
き
取
っ
た
。

　

こ
の
西
崎
作
品
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
の
第
１
作
で
は
、
前
述
し
た
ア
ニ
メ
『
海
の
ト
リ
ト
ン
』

の
場
合
に
似
て
、
最
後
は
敵
の
ガ
ミ
ラ
ス
星
人
を
皆
殺
し
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
衝
撃
の
結
末
だ
っ

た
。
主
人
公
の
古
代
進
と
ヒ
ロ
イ
ン
の
森
雪
が
、
生
き
残
っ
た
地
球
人
類
を
代
表
す
る
カ
ッ
プ
ル
と

い
う
形
で
、
地
球
が
救
わ
れ
る
展
開
と
な
る
の
も
『
海
の
ト
リ
ト
ン
』
と
同
じ
パ
タ
ー
ン
だ
。
主
人

公
の
男
女
を
一
族
の
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
と
し
て
、
象
徴
的
に
描
い
て
い
る
。
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し
か
も
地
球
人
類
の
カ
ッ
プ
ル
だ
け
で
な
く
、
地
球
を
救
う
手
助
け
を
し
て
く
れ
た
イ
ス
カ
ン
ダ

ル
星
の
新
し
い
ア
ダ
ム
と
イ
ブ
と
し
て
、
死
ん
だ
と
思
わ
れ
て
い
た
主
人
公
の
兄
・
古
代
守
が
イ
ス

カ
ン
ダ
ル
の
女
王
ス
タ
ー
シ
ャ
の
相
方
に
な
る
の
だ
。
両
方
の
星
に
新
カ
ッ
プ
ル
を
据
え
て
、
テ
ー

マ
を
も
っ
と
わ
か
り
や
す
く
描
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
は
、
テ
ー
マ
と
し
て
『
海
の
ト
リ
ト
ン
』
を
発
展
さ
せ
た
作

品
だ
と
言
え
る
の
だ
が
、
続
編
の
映
画
『
さ
ら
ば
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト 

愛
の
戦
士
た
ち
』（
１
９
７
８

年
）
は
、
第
１
作
と
は
ま
る
で
異
な
る
作
風
と
な
っ
た
。
主
要
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
多
く
が
、
戦
い
の

中
で
死
ん
で
い
く
衝
撃
的
な
展
開
で
あ
る
。
映
画
の
最
後
は
、
前
作
で
せ
っ
か
く
地
球
の
ア
ダ
ム
と

イ
ブ
に
な
っ
た
は
ず
の
古
代
進
と
森
雪
が
、
敵
に
特
攻
し
て
死
ぬ
（
雪
は
先
に
死
ん
で
い
る
の
だ

が
）
と
い
う
結
末
な
の
だ
。

　

さ
す
が
に
こ
の
特
攻
の
ラ
ス
ト
に
対
し
て
は
、
軍
国
主
義
と
か
玉
砕
賛
美
で
あ
る
な
ど
と
批
判
の

声
が
上
が
っ
た
。
そ
の
せ
い
だ
ろ
う
か
、
こ
の
劇
場
映
画
を
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
に
作
り
変
え
た
テ
レ
ビ

版
の
続
編
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
２
』（
１
９
７
８
年
〜
）
で
は
、
ほ
ぼ
同
じ
ス
ト
ー
リ
ー
な
の
に
、

ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で
特
攻
を
回
避
す
る
ラ
ス
ト
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
そ
の
後
の
シ
リ
ー
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ズ
に
お
い
て
も
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
死
が
美
化
さ
れ
て
描
か
れ
る
と
い
う
特
徴
は
ず
っ
と
引
き
継
が

れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』『
伝
説
巨
神
イ
デ
オ
ン
』ほ
か

死
の
描
写
や
性
描
写
が
過
激
化
し
た
80
年
代

波
及
す
る
過
激
描
写
と
茶
の
間
の
反
応

　

ア
ニ
メ
ブ
ー
ム
は
、
１
９
８
０
年
代
に
入
っ
て
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
っ
た
。
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
や
劇

場
ア
ニ
メ
映
画
の
メ
イ
ン
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
、
か
つ
て
の
児
童
年
齢
か
ら
青
少
年
世
代
へ
上
が
っ
て
い

く
の
に
応
じ
て
、
物
語
も
場
面
描
写
も
さ
ら
に
過
激
に
な
っ
て
い
く
。

　

今
の
時
点
か
ら
振
り
返
る
と
、
当
時
は
ま
だ
映
像
作
品
の
Ｒ
15
＋
な
ど
の
過
激
描
写
規
制
や
年
齢

制
限
が
甘
か
っ
た
せ
い
で
、
そ
の
後
の
ア
ニ
メ
作
品
よ
り
ず
っ
と
過
激
な
描
写
が
平
気
で
夕
方
や
ゴ

ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
テ
レ
ビ
で
流
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
１
９
８
８
〜
１
９
８
９
年
に
起

3
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＊
６

連
続
幼
女
誘
拐
殺
人
事

件
。
犯
人
の
宮
崎
勤
は
１

９
８
９
年
８
月
に
逮
捕
さ

れ
た
。

き
た
「
宮※

６

崎
勤
事
件
」
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
へ
の
偏
見
が
ひ
ど
く
な
る
以
前
、
ア

ニ
メ
視
聴
者
は
過
激
な
描
写
を
テ
レ
ビ
放
送
で
当
た
り
前
に
享
受
で
き
る
時
代
だ
っ
た
。

　

暴
力
描
写
に
つ
い
て
、
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
ま
ず
、
前
述
の
富
野
由
悠
季
の
代
表
作
『
機
動
戦

士
ガ
ン
ダ
ム
』
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』（
１
９
７
９
年
〜
）

は
、
富
野
由
悠
季
監
督
作
品
の
第
１
作
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
に
派
生
作
品
を
生
み
出
し
な
が
ら
、
今
に

至
る
ま
で
長
年
シ
リ
ー
ズ
が
続
い
て
お
り
、
ア
ニ
メ
史
に
残
る
名
作
だ
。

　

主
人
公
の
ア
ム
ロ
・
レ
イ
少
年
は
、
た
ま
た
ま
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
、
人
型
兵
器
の
モ
ビ
ル
ス

ー
ツ
「
ガ
ン
ダ
ム
」
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
な
る
。
主
要
な
敵
役
で
あ
る
ジ
オ
ン
公
国
の
シ
ャ
ア
少
佐
と

の
度
重
な
る
対
決
を
経
て
、
ア
ム
ロ
は
一
人
前
の
兵
士
に
成
長
し
て
い
く
。
当
初
は
表
に
出
て
い
な

か
っ
た
「
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
」
と
い
う
人
類
の
進
化
の
概
念
が
、
後
半
に
は
主
要
テ
ー
マ
と
な
り
、
ア

ム
ロ
は
「
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
」
と
し
て
人
類
進
化
の
目
覚
め
を
体
験
し
て
い
く
。

　

壮
大
な
物
語
の
続
き
を
予
感
さ
せ
な
が
ら
、
し
か
し
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
と
し
て
は
視
聴
率
が
振
る
わ

ず
、
物
語
は
途
中
打
ち
切
り
の
よ
う
な
形
で
終
わ
る
。
け
れ
ど
、
前
述
の
『
宇
宙
戦
艦
ヤ
マ
ト
』
と
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同
じ
く
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
ス
ポ
ン
サ
ー
を
動
か
し
て
再
放
送
さ
れ
る
と
と
も
に
人
気
が
高
ま
り
、
つ

い
に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
の
総
集
編
を
劇
場
ア
ニ
メ
映
画
と
し
て
公
開
に
こ
ぎ
つ
け
る
と
い
う
、
そ
の
後

の
ア
ニ
メ
映
画
の
主
流
の
パ
タ
ー
ン
を
作
り
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

物
語
の
内
容
が
戦
争
で
あ
る
以
上
、
も
ち
ろ
ん
敵
も
味
方
も
数
多
く
死
ん
で
い
く
。
第
１
話
か
ら

ア
ム
ロ
の
幼お

さ
な
な
じ
み

馴
染
で
あ
る
少
女
フ
ラ
ウ
が
、
戦
闘
に
巻
き
込
ま
れ
て
目
の
前
で
家
族
を
全
員
喪う
し
なう

と

い
う
体
験
を
し
、
ア
ム
ロ
も
そ
の
死
を
目
撃
す
る
。
そ
の
死
に
様
が
非
常
に
リ
ア
ル
で
、
近
し
い
人

の
死
を
受
け
止
め
る
主
要
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
た
ち
の
悲
し
み
も
ま
た
深
刻
で
あ
る
。

　

ア
ム
ロ
は
、
親
し
い
人
物
の
死
を
目
の
当
た
り
に
し
続
け
る
こ
と
で
、「
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
」
と
し

て
の
進
化
を
続
け
て
い
く
、
と
い
う
流
れ
に
な
る
。
こ
れ
は
そ
の
後
の
「
ガ
ン
ダ
ム
」
シ
リ
ー
ズ
の

定
型
パ
タ
ー
ン
と
な
る
の
だ
が
、
富
野
監
督
が
直
接
演
出
す
る
他
の
ア
ニ
メ
作
品
で
も
踏
襲
さ
れ

る
。
こ
の
辺
り
は
、
若
い
頃
に
作
っ
た
ア
ニ
メ
『
海
の
ト
リ
ト
ン
』
か
ら
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
、

富
野
ア
ニ
メ
の
特
徴
で
あ
る
。
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富
野
ア
ニ
メ
だ
か
ら
で
き
た
衝
撃
的
な
残
虐
描
写

「
ガ
ン
ダ
ム
」
シ
リ
ー
ズ
と
並
行
し
て
作
ら
れ
た
、
富
野
ア
ニ
メ
の
代
表
作
の
１
つ
、『
伝
説
巨
神

イ
デ
オ
ン
』（
１
９
８
０
年
〜
）
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。

　

本
作
は
、『
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
』
よ
り
も
も
っ
と
の
ち
の
時
代
、
銀
河
よ
り
遠
い
宇
宙
に
人
類

が
植
民
し
て
い
る
世
界
の
物
語
だ
。
遺
跡
の
星
で
発
掘
し
た
謎
の
メ
カ
を
め
ぐ
っ
て
、
異
星
人
と
フ

ァ
ー
ス
ト
コ
ン
タ
ク
ト
を
す
る
が
、
さ
さ
い
な
誤
解
か
ら
戦
闘
状
態
と
な
り
、
そ
の
ま
ま
両
方
の
人

類
同
士
の
星
間
戦
争
へ
発
展
し
て
し
ま
う
。
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
メ
カ
は
「
イ
デ
オ
ン
」
と
名
付

け
ら
れ
、
不
思
議
な
力
を
発
揮
し
て
主
人
公
た
ち
を
た
び
た
び
救
う
。
そ
の
力
は
、
徐
々
に
人
類
や

異
星
人
よ
り
も
高
度
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
始
め
、
両
者
は
謎
の
イ
デ
と
い
う
存
在
に
翻
弄
さ

れ
て
い
く
。

　

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
版
は
、
例
に
よ
っ
て
視
聴
率
が
振
る
わ
ず
打
ち
切
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
だ
が

そ
の
総
集
編
と
新
作
を
合
わ
せ
て
公
開
さ
れ
た
劇
場
版
映
画
『T

H
E ID

EO
N

』（
１
９
８
２
年
）、

特
に
後
編
の
『
発
動
篇
』
に
お
い
て
は
、
最
後
に
主
要
キ
ャ
ラ
が
全
員
死
ぬ
と
い
う
衝
撃
の
展
開
を

見
せ
る
。
そ
の
死
に
様
が
ま
た
む
ご
い
の
だ
。
ヒ
ロ
イ
ン
の
１
人
が
顔
面
に
銃
弾
を
何
発
も
受
け
て
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＊
７

１
９
８
１
年
に
公
開
さ
れ

た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
映

画
作
品
。『
北
斗
の
拳
』

を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の

バ
イ
オ
レ
ン
ス
ア
ク
シ
ョ

ン
作
品
に
影
響
を
与
え
た

と
さ
れ
て
い
る
。

死
ん
だ
り
、
幼
児
キ
ャ
ラ
の
頭
部
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
な
ど
、
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ほ
ど
の
残
虐
描

写
で
あ
る
。

原
作
の
残
虐
さ
を
忠
実
に
再
現
し
た
名
作
ア
ニ
メ

　

富
野
ア
ニ
メ
以
外
の
ア
ニ
メ
作
品
に
つ
い
て
も
、
少
し
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
80
年
代
を
代
表
す

る
作
品
の
１
つ
で
あ
る
『
北
斗
の
拳
』（
１
９
８
４
年
〜
）
は
、
敵
が
毎
回
体
を
破
裂
さ
せ
て
死
ぬ

描
写
の
繰
り
返
し
だ
。
主
人
公
の
ケ
ン
シ
ロ
ウ
自
身
も
毎
回
血
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
戦
う
し
、
ラ

イ
バ
ル
た
ち
も
激
闘
の
中
で
血
み
ど
ろ
に
な
っ
て
い
く
。

　

物
語
は
、
ア
ク
シ
ョ
ン
映
画
『
マ＊

＊

ッ
ド
マ
ッ
ク
ス
２
』
に
描
か
れ
た
よ
う
な
、
核
戦
争
後
の
地
球

ら
し
き
暴
力
の
支
配
す
る
荒
れ
果
て
た
世
界
で
、
拳
法
の
達
人
た
ち
が
互
い
に
闘
い
合
い
、
時
に
友

情
や
愛
を
育
み
な
が
ら
生
き
て
い
く
。
ケ
ン
シ
ロ
ウ
は
、
古
来
伝
承
さ
れ
た
暗
殺
の
た
め
の
拳
法

「
北
斗
神
拳
」
の
一
子
相
伝
の
伝
承
者
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
拳
法
を
使
う
ラ
イ
バ
ル
た
ち
と
の
戦

い
を
勝
ち
抜
い
て
い
く
物
語
だ
。

　

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
版
は
、
少
年
ジ
ャ
ン
プ
に
連
載
さ
れ
て
い
た
原
作
の
描
写
を
か
な
り
忠
実
に
ア
ニ
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メ
化
し
て
い
る
。
だ
が
、
さ
す
が
に
体
が
爆
発
す
る
よ
う
な
場
面
は
、
巧
み
に
光
な
ど
の
描
写
で
ご

ま
か
し
て
い
た
。
そ
の
テ
レ
ビ
版
を
再
編
集
し
て
別
解
釈
の
物
語
に
し
た
劇
場
映
画
版
も
公
開
さ
れ

た
が
、
こ
ち
ら
は
テ
レ
ビ
で
は
で
き
な
い
残
虐
描
写
を
も
っ
と
リ
ア
ル
に
描
い
て
お
り
、
人
気
を
博

し
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
、
過
激
暴
力
シ
ー
ン
の
多
発
す
る
作
品
、
特
に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
版
は
そ
の
後
の
時

代
の
作
品
と
違
っ
て
、
夕
方
や
ゴ
ー
ル
デ
ン
タ
イ
ム
に
普
通
に
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
て
い
た
の
だ
。
ち

な
み
に
、
こ
の
当
時
、
筆
者
は
ち
ょ
う
ど
十
代
だ
っ
た
の
だ
が
、
家
族
で
食
卓
を
囲
み
な
が
ら
、
ア

ニ
メ
の
過
激
シ
ー
ン
を
平
然
と
視
聴
し
て
い
た
記
憶
が
あ
る
。
時
代
の
違
い
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。

オ
タ
ク
が
白
い
目
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由

　

ア
ニ
メ
に
お
け
る
性
描
写
に
も
同
様
の
こ
と
が
言
え
る
。
80
年
代
の
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
は
、
そ
の
後

の
よ
う
な
厳
し
い
規
制
が
ま
だ
な
く
、
性
描
写
も
か
な
り
過
激
だ
っ
た
。
最
大
の
特
徴
は
、
ア
ニ
メ
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の
女
性
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
裸
体
、
特
に
乳
首
ま
で
隠
さ
れ
る
こ
と
な
く
描
か
れ
て
い
た
こ
と
だ
。

　

ア
ニ
メ
の
過
激
な
性
描
写
は
、
70
年
代
に
す
で
に
『
ル
パ
ン
三
世
』
や
『
キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ
ニ

ー
』
な
ど
、
世
間
に
物
議
を
醸
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
大
し
て
規
制
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
80
年
代
に
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
視
聴
者
の
年
齢
が
青
年
層
ま
で
上
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
も
っ
と

露
骨
に
な
っ
て
い
っ
た
。
キ
ャ
ラ
同
士
の
キ
ス
シ
ー
ン
な
ど
は
当
た
り
前
で
、
セ
ッ
ク
ス
描
写
の
一

歩
手
前
ま
で
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

80
年
代
ア
ニ
メ
を
代
表
す
る
よ
う
な
作
品
で
も
、
そ
う
い
う
例
は
多
い
。
あ
だ
ち
充
の
『
タ
ッ

チ
』
で
は
、
主
人
公
・
達
也
と
ヒ
ロ
イ
ン
・
南
の
キ
ス
シ
ー
ン
が
青
春
を
描
い
た
名
シ
ー
ン
と
し
て

広
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

今
で
も
シ
リ
ー
ズ
が
続
い
て
い
る
Ｓ
Ｆ
ア
ニ
メ
『
超
時
空
要
塞
マ
ク
ロ
ス
』（
１
９
８
２
年
〜
）

で
も
、
数
多
く
の
キ
ス
シ
ー
ン
が
描
か
れ
て
い
る
。
物
語
は
地
球
を
侵
略
す
る
謎
の
巨
大
人
類
と
の

戦
争
で
あ
り
、
巨
大
人
類
は
男
女
で
互
い
に
戦
闘
を
続
け
て
い
る
と
い
う
奇
妙
な
状
況
だ
。
そ
ん
な

中
、
主
役
の
男
女
カ
ッ
プ
ル
が
目
の
前
で
キ
ス
す
る
姿
に
、
巨
人
た
ち
は
動
揺
し
、
物
語
を
大
き
く

左
右
す
る
展
開
に
な
る
。
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高
橋
留
美
子
の
『
う
る
星
や
つ
ら
』（
１
９
７
８
年
連
載
開
始
、
ア
ニ
メ
放
送
１
９
８
１
年
〜
）

で
は
、
マ
ン
ガ
で
も
ア
ニ
メ
版
で
も
セ
ク
ハ
ラ
シ
ー
ン
が
毎
回
の
よ
う
に
あ
っ
た
。
同
じ
作
者
の

『
め
ぞ
ん
一
刻
』（
１
９
８
０
年
連
載
開
始
、
ア
ニ
メ
放
送
１
９
８
６
年
〜
）
で
は
、
キ
ャ
ラ
同
士
の

ラ
ブ
シ
ー
ン
も
あ
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
。

　

ま
た
、
意
外
に
も
の
ち
に
ジ
ブ
リ
ア
ニ
メ
と
呼
ば
れ
る
宮
崎
駿
監
督
作
品
で
も
か
な
り
き
わ
ど
い

描
写
が
あ
っ
た
。
児
童
も
視
聴
す
る
前
提
の
ア
ニ
メ
映
画
で
あ
り
な
が
ら
、
逆
に
青
少
年
の
フ
ァ
ン

が
き
わ
ど
い
シ
ー
ン
に
熱
中
し
た
り
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　

今
と
な
っ
て
は
と
ん
で
も
な
い
話
だ
と
思
わ
れ
そ
う
だ
が
、
宮
崎
ア
ニ
メ
の
代
表
作
『
風
の
谷
の

ナ
ウ
シ
カ
』（
１
９
８
４
年
）
で
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
「
ナ
ウ
シ
カ
が
パ
ン
ツ
を
履
い
て
い
な
い
」
説
、

と
い
う
の
が
映
画
公
開
当
時
、
青
少
年
の
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
の
間
で
盛
ん
に
語
ら
れ
た
も
の
だ
。

　

こ
の
よ
う
に
、
80
年
代
ア
ニ
メ
で
は
時
代
背
景
も
相
ま
っ
て
、
死
の
描
写
や
暴
力
描
写
、
性
描
写

が
過
激
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
に
起
こ
っ
た
「
宮
崎
勤
事
件
」
が
ア
ニ
メ
の
描
写
に
冷
水
を
浴

び
せ
か
け
る
こ
と
と
な
る
。
幼
女
連
続
誘
拐
殺
人
事
件
の
犯
人
で
あ
る
宮
崎
勤
が
、
自
室
に
ア
ニ
メ
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な
ど
の
ビ
デ
オ
を
ぎ
っ
し
り
積
み
上
げ
て
い
た
と
い
う
報
道
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
に

対
す
る
世
間
の
目
線
は
一
転
し
て
厳
し
く
冷
た
い
も
の
と
な
っ
た
の
だ
。

　

青
少
年
が
ア
ニ
メ
を
観
て
い
る
こ
と
自
体
、
恥
ず
か
し
い
趣
味
だ
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
偏
見
が
ま

か
り
通
り
、
ア
ニ
メ
フ
ァ
ン
は
非
常
に
肩
身
の
狭
い
立
場
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
世
間
で
は
、
テ
レ

ビ
ア
ニ
メ
や
マ
ン
ガ
に
対
し
て
、
表
現
規
制
を
強
め
よ
う
と
す
る
動
き
も
起
き
た
。

　

だ
が
、
そ
う
い
う
風
潮
へ
の
反
動
と
し
て
な
の
だ
ろ
う
か
、
１
９
９
０
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
テ

レ
ビ
ア
ニ
メ
や
当
時
多
く
制
作
さ
れ
た
Ｏ
Ｖ
Ａ
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ビ
デ
オ
・
ア
ニ
メ
）
作
品
で
、
表

現
が
ま
す
ま
す
過
激
に
な
っ
て
い
っ
た
の
は
皮
肉
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。
過
激
な
描
写
が
頻
出
す
る

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
新
世
紀
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
オ
ン
』
が
夕
方
の
時
間
帯
に
テ
レ
ビ
放
送
さ
れ
て
い
た
の

も
、
今
か
ら
考
え
る
と
ま
だ
ま
だ
時
代
が
緩
や
か
だ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
の
だ
。
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